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 しかし、Er2SiO5 結晶は結晶中の Er イオン間距離が非常に短いため Cooperative 
Upconversion(CUC)が生じやすいという問題がある．この問題を解消するため，結晶中の
Er濃度を Yによって減少させる ErxY2-xSiO5結晶の提案がされている． 
この ErxY2-xSiO5結晶を用いた導波路の作製および評価から Er 濃度を減少にさせること
により CUC発光の抑制ができるかを評価する．さらに導波路から得られた CUC光の減衰
プロファイルから吸収断面積および構造損失を求める方法を提案する． 
